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アオマツムシの大合唱
だいがっしょう

！ 

リィーリィーリィーリィー…♬ リィーリィーリィーリィー…♬

と、かん高
だか

い声
こえ

が、三滝
み た き

少年
しょうねん

自然
し ぜ ん

の家
いえ

の夜空
よ ぞ ら

いっぱいにひびきわた

ってきます。 

秋
あき

に鳴
な

く昆虫
こんちゅう

の代表的
だいひょうてき

なものとしては、スズムシ、コオロギ、

マツムシ、キリギリスなどが有名
ゆうめい

ですが、都会
と か い

で鳴き声を聞
き

く機会
き か い

が一番
いちばん

多
おお

い昆虫は、アオマツムシと言
い

われています。コオロギと同
おな

じ

仲間
な か ま

の昆虫です。この昆虫の名前
な ま え

はなじみのうすいものですが、鳴

き声だけは、誰
だれ

の耳
みみ

にも聞きなれたものとなっています。 

アオマツムシの体
からだ

は羽
はね

と胸
むね

が緑色
みどりいろ

、後
うし

ろ足
あし

が短
みじか

く、生息
せいそく

してい

る場所
ば し ょ

は主
おも

にサクラやウメ、モモなどの木
き

の上
うえ

です。8月
がつ

～11 月、

夏
なつ

の終
お

わり頃
ころ

から秋の終わりにかけて見
み

ることができます。この

日本
に ほ ん

には、たくさんの鳴く虫
むし

たちが生息していますが、それらの多

くは、草
くさ

むらで生息しています。アオマツムシは、それらとは生息

環境
かんきょう

の好
この

みがちがうようです。 

また、このアオマツムシは、昔
むかし

から日本に生息していた昆虫では

ありません。日本へ侵入
しんにゅう

して 1970年
ねん

頃から急激
きゅうげき

に生息を拡大
かくだい

し

繁殖
はんしょく

して、日本の各地
か く ち

に住
す

みつくようになったと言われています。 

なぜ、このアオマツムシが日本で大
だい

繁殖できたのでしょうか。 

いくつかの理由
り ゆ う

があげられています。 

(1) 日本の気候
き こ う

にすぐに適応
てきおう

できたこと。 

(2) 幼虫
ようちゅう

が食
た

べる植物
しょくぶつ

が限定
げんてい

されなかったこと。 

(3) 天敵
てんてき

が少
すく

なかったこと。 

これらのことがらは、この日本へ侵入して生息を拡大しようとす

る外来
がいらい

種
しゅ

の昆虫が定着
ていちゃく

するための条件
じょうけん

でもあるのです。 

日本人
じん

は昔
むかし

から秋の虫の鳴き声を愛
あい

してきました。アオマツムシ

の鳴き声は、今
いま

や秋を告
つ

げる風物詩
ふうぶつし

（季節
き せ つ

の感
かん

じをあらわしている

もの）となっています。 

 

三滝
み た き

少年
しょうねん

自然
し ぜ ん

の家
いえ

の敷地内
しきちない

にはたくさんの昆虫がいます。鳥
とり

もいます。自然
し ぜ ん

がいっぱいです。展望
てんぼう

台
だい

からの景色
け し き

は最高
さいこう

です。遊
あそ

びに来
き

てください。 
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